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はじめに 








































関するの州間委員会（Conférence intercantonale de l’instruction publique de la Suisse 
romande et du Tessin）」（以下、「CIIP」）９によって採択されている教材、なかでも価値
教育のための教材を手掛かりに、道徳的実践力を高める教材開発の可能性を探ることを目
的とする。























のであり、現在、「HarmoS 協定」の義務教育期間が、Cycle１：１e-４e（４ à ８ ans）、
ycle２：５e-８e（８ à 12 ans）、 Cycle３：９e-11e（12 à 15 ans）という三つのサイク
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「包括的な教育計画（Projet global de formation）」１８のイメージとして描かれている。
とりわけ、「スイス PER」でも現在、「持続可能な開発のための教育（Éducation en vue du 
développement durable）」と「市民性への教育（Éducation à la citoyenneté）」（以下、「市
民性への教育」）が 21 世紀に求められる現代的課題として重点施策となっている１９。
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（２）市民性への教育 
「市民性への教育」は、「スイス PER」の教育計画においては、概念図に示されている
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２．「スイス PER」の教材及び教師用指導書 
（１）Mon Manuel de francais 及び Mon Manuel de francais：Livre du maître の概要
 「スイス PER」の教材としては、「CIIP」によって、Mon Manuel de francais と Mon 














































されたものである、という考え方に関しては、資料２の≪Mon Manual de frencais ５
以下、『教材』）２６の方にも同様の記載が明記されている。『教材』の方でなされる説
以下の通りである。
料２：≪Mon Manuel  
e français５e≫ (児童用教材)

























資料３：≪Mon manuel de français 
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共同生活（vie collective）に関する討議の後に、ある児童は簡単な議事録（報告書）の起草を担当しよう












資料５の１：セッション３の報告書（１）  資料６の１：セッション３の報告書（２） 
資料５の２：セッション３の報告書（１）日本語訳  






◆規則 les regles は広場のとなりのパネルに書かれ、また、各クラスにコピーも配布される 
◆５eと８eの児童は、設備担当者となる（休憩スタート時の出口と、休憩終了時の入口） 
ビー玉転がし（Parcours de billes）３５の導入 
すべてのクラスがこの装置を希望している 今後できることを考えていく必要がある
 ☑場所をどこにするか 



















次回の会合：2 月 12 日木曜日午後
資料６の２：セッション３の報告書（２）日本語訳 
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以上、ここまでの学習を終えると最後にセッション４の第２部として、「言語の機能
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容詞、名詞に「dé-」「in-」「mal-」「més-」といった接頭辞をつけることで反意語を形成す
る方法や、「同意 d’accord」できない考えを述べるときに使える語彙や文章（「oui mais… 」



















１文部科学省「道徳に係る教育課程の改善等について（答申）」2014 年 10 月（以下、「答申」）
（http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo0/toushin/__icsFiles/afieldfile/2014/10/21/1352










６「HarmoS 協定」については「スイス州教育代表者委員会（Conférence suisse des directeurs cantonaux 
de l'instruction publique）」の HP（http://www.edk.ch/dyn/11737.php）参照。

























うした取り組みに着手してきた。2000 年代に入り、改革の動きが急速に進んでいき、2003 年１月 30 日、
「CIIP」の公式宣言の後、2006 年５月に連邦憲法の改正、その後、「HarmoS 協定」の策定へと進む。
さらに、2009 年８月「HarmoS 協定」を具体化するねらいのもと、州間共通の教育システムを構築する















１８ フランス語圏の７つの州に共通する価値観や目標に基づき、2003 年の「CIIP の宣言」の中で周知さ











２４ Cylvie Cuchin(dir. ), Mon Manuel de français５e : Lire Dire Ecrire dans toutes les disciplines：
Livre du maître, Retz, 2004 ; reed, Retz, 2010.（以下、“ Cylvie Cuchin(dir. ), Livre du maître”）
２５ Ibid.,p.３
２６ Cylvie Cuchin(dir. ), Mon Manuel de français５e: Lire Dire Ecrire dans toutes les disciplines, Retz, 
2004 ; reed, Retz, 2010. 
２７ Ibid., p.２
２８ Ibid, p.２ 太字や斜体などの強調は引用元にしたがったものである。
２９ Ibid., p.２
３０ Ibid.,p.44-45、Cylvie Cuchin(dir. ), Livre du maître,op.cit., p.68 
３１ Cylvie Cuchin(dir. ), op.cit., pp.44-45 本文、要約は筆者。
３２ Cylvie Cuchin(dir. ), Livre du maître,op.cit., p.68 
３３ Ibid.,p.68-69、Cylvie Cuchin(dir. ), op.cit., p.45 
３４ Ibid., p.69-71、Ibid., p.46-47 および
３５ ビー玉を転がして遊ぶおもちゃ。ピタゴラ装置のようなもの。
３６ 原文ママ
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